



















 つぎに、本稿が京都府を事例とする理由について述べておこう。第 1 の理由は、同府が戦前の小学校
教員検定に関する行政文書を豊富に所蔵しているからである。筆者は、本稿の執筆に際し、京都府立京
都学・歴彩館所蔵の小学校教員検定関係簿冊 108 冊を調査した 4。これだけの行政文書が閲覧可能な都
道府県は、全国的にも希少である。第 2 の理由は、京都府が小裁専正免許状を含む小学校専科正教員免
許状の取得を目的とする試験検定において多数の合格者を輩出したからである。丸山剛史は、1900（明




























































 なお、試験時間は、例年 1 時間であった。また、問題数は、1932（昭和 7）年を例外として、例年 2 問
であった。
 では、教育科の成績は、いかなるものであったのか。その最高点は 70 点から 95 点、最低点は 0 点か































































京都高等手芸女学校師範科 京都高等手芸女学校師範科 京都高等手芸女学校師範科 京都高等手芸女学校師範科
成安女子学院裁縫部師範科 成安女子学院裁縫部師範科 成安女子学院裁縫部師範科 成安女子学院裁縫部師範科




合格者数 63名 52名 29名 36名
合格率 41.2% 41.6% 28.2% 34.6%
平均点 56.9点 53.4点 37.5点 44.6点
受検者数 153名 125名 103名 104名
最高点 90点 85点 70点 70点
最低点 5点 10点 0点 5点
試験時間 1時間 1時間 1時間 1時間
問題数 大問2問 大問2問 大問1問小問5問 大問2問
実施場所 各認定校 京都府師範学校 京都府師範学校 京都府師範学校
問題作成者
北村金三郎 中村幸一 浅野律太郎 中村幸一
（京都府師範学校教諭）　（桃山高等女学校教諭） （京都府女子師範学校教諭）（桃山高等女学校教諭） 
1930年 1931年 1932年 1933年



























































































○ ○ ○ ○ ○
大問2
●●●
合計 大問2 大問2 大問1小問5 大問2 大問2 大問2 大問2
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